
豊富重量豊豊富喜

長崎大学大学工学研究科インフラ長寿命化センタ一成果報告書(平成 22年度)をお届けしま

す。また、ご多用の中ご寄稿してくださいました先生方にはこの揚を借りて御礼申し上げます。

「観光ナガサキを支える“道守n 養成ユニットJも終盤にさしかかり、残すところ 2年とな

哲ました。今年度は、中間評価でA評価とまずまずの結果を受けました。現在、“道守"継続の

ために、担POの設立の準備をしてお号ます。今後とも、皆さま方とのご縁を大事にしたいと思

う所存でございます。ご協力・ご助言宜しくお騒いします。

一方、今年度i土、端島炭坑等調査検討調査委員会に参闘して、軍艦島内部を 3Dレーザ}ス

キャナ}及び全方位カメラで撮影し、計測したデータから 3Dプリングーで模型を製作しまし

た。報告書の表紙に載っているのが軍緩島内の 30号棟の模型です。技術の進歩は早く、非接触

で構造物を高精度で計測し、計測したデータから模型が制作できるようになっています。我身、

インフラ長寿命化センタ-1士、社会貢献だけでなくこのような優れた技術も保有しております。

また、長崎県.NERC.民間会社からも技術相談が徐々に増えてきております。今後もますます

増加するでしょう。今後も、みなさんのおカになれればと思います。

目標インフラ長寿命化センターを大学il!属のセンターに昇格できるように努力したいと

患っております。
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※表紙は、軍艦島の写真(上)と 3D計調iデータ(下)を記載しています。

※裏表紙イラストは出光隆先生より提供していただきました。


